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本日のウェビナー

内容
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WIPO仲裁調停センターにおけるADR
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Q&A

後日メールにて回答
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ADRによる紛争解決の利点
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裁判外紛争処理手続 – ADR

調停: 調停は、当事者の合意に基づいて、中立的な第三者である調停人
の仲介により、当事者双方の利益に沿った和解の成立を目指す非拘束的
な手続である。調停人が強制力を伴った判断を下すことはなく、和解合
意書は契約としての法的拘束力をもつ。調停手続は、裁判手続や合意に
基づく仲裁手続の併用を妨げるものではない。

仲裁: 仲裁は、当事者の合意により、選任された単独または複数の仲裁
人に紛争解決を委ねる手続である。当事者双方の権利義務について仲裁
廷が下す仲裁判断には拘束力と最終性 (上訴なし) があり、国際的に執行
が可能である。仲裁では、通常、終結後に裁判手続に進むことはできな
い。

専門家による決定: 専門家による決定は、当事者の合意により、特定の
付託事項 (例えば技術的な論点など)についての判断を単独または複数の
専門家の決定に委ねる手続である。 当事者が異なる合意をしない限り、
この決定は拘束力をもつ。
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出典: 技術取引における紛争処理に関する国際調査 (WIPO)

時間と費用:  ADRと裁判手続の比較
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紛争処理条項における優先事項 上位10項目

出典: 技術取引における紛争処理に関する国際調査 (WIPO)
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ADRを検討すべき理由

知的財産紛争の裁判による処理は多額の費用がかかる

効率のよい紛争処理手段のニーズ

知的財産の創造と使用の国際化が進んでいる

国境を越えた解決策と単一手続へのニーズ

ニューヨーク条約に基づく仲裁判断の執行

知的財産は技術性・専門性が高い

専門知識を備えた中立者へのニーズ

知的財産は寿命や市場サイクルが短い

迅速な手続へのニーズ

知的財産は機密性が高い

秘密を保持できる手続へのニーズ

知的財産の創造と商業化には複数の関係者が関わることが多い

関係を損なわずに紛争を解決できる仕組みへのニーズ
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WIPO仲裁調停センターにおけるADR
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WIPO仲裁調停センター

知的財産・技術に関する商事紛争の裁判外紛争処理手続 (ADR) 
による解決を目指す当事者を支援

オフィスはスイスのジュネーブとシンガポールに所在

利用者は世界中に所在

知的財産・技術分野で経験豊富な調停人、仲裁人、専門家を擁
する専門のADR機関

利用しやすい手数料

国際的な中立性

調停、(簡易)仲裁、専門家による決定、ドメイン名紛争処理等
のサービスを提供
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契約条項からADR 終結までの流れ

簡易仲裁 仲裁

WIPO推奨契約条項/ 
付託合意

専門家による
決定

決定

(協議)

調停

仲裁判断和解

当事者の合意

結果

手続

第一段階



WIPOによるADRの合意

WIPO規則に基づくADR契約条項

WIPO推奨契約条項 自動生成ツール

WIPO規則に基づくADR付託合意

一方当事者による一方的なWIPO調停申立
て

WIPOが推奨するADR契約条項と付託合意
はWIPOホームページ上に掲載

日本語版の提供あり

当事者は場所、言語、準拠法を選択可能
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WIPO推奨紛争処理契約条項: 
簡易仲裁併用調停条項

「本契約および本契約の今後の改訂の下で、あるいはこれらに起因ないし関連して生ずる、あらゆる

紛争、論争ないし請求（契約の成立、効力、拘束力、解釈、履行、違反、解除、ならびに契約外の請

求を含み、これらに限定されない）は、WIPO調停規則による調停に付託されるものとする。調停地

は［場所を記述］とする。また、調停において使用される言語は［言語を記述］とする。」

「当該紛争、論争ないし請求が調停開始後［60］［90］日間の調停の結果として解決に至らない場

合、かつその限りにおいて、いずれか一方の当事者が仲裁申立書を提出することにより、当該紛争、

論争ないし請求はWIPO簡易仲裁規則による仲裁に付託され、かつその仲裁によって最終的に解決さ

れるものとする。また、上記の［60］［90］日の期間満了以前であっても、一方当事者が当初よ

り、あるいは途中から調停に参加しない場合、当該紛争、論争ないし請求は、相手方当事者が仲裁申

立書を提出することによりWIPO簡易仲裁規則による仲裁に付託され、かつその仲裁によって最終的

に解決されるものとする。仲裁地は［場所を記述］とする。仲裁手続において使用される言語は［言

語を記述］とする。紛争、論争ないし請求は［法域を記述］の法律に従い決定されるものとする。」

WIPO推奨紛争処理契約条項（英語）：https://www.wipo.int/amc/en/clauses
WIPO推奨紛争処理契約条項（日本語）：https://www.wipo.int/amc/ja/clauses/index.html
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https://www.wipo.int/amc/en/clauses
https://www.wipo.int/amc/ja/clauses/index.html
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WIPO推奨契約条項 自動生成ツール

https://www.wipo.int/amc-apps/clause-generator/



• 調停の手続は当事者の合意に従って実施

• 調停の手続にかかる当事者の合意がない場合には、調停人がWIPO調停規則に基づいて手続を決定

• 以下は、典型的な調停の流れ

WIPO 調停

調停申立て

調停人の選任

調停人と当事者との初会合

調停期日

調停手続の終結
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WIPO調停の流れ



• 主張書面の交換は1回
• 短期間の期限設定
• 単独の仲裁人
• 短い審問
• 固定の手数料

WIPO 簡易仲裁

仲裁申立て・請求陳述書

申立てへの答弁・防御陳述書

仲裁人の選任

審問

審理の終結

仲裁判断

WIPO 仲裁

仲裁申立て

申立てへの答弁

仲裁人の選任

請求陳述書

防御陳述書

審問

審理の終結

仲裁判断

更なる書面・証人陳述書
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WIPO仲裁・簡易仲裁の流れ
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WIPO仲裁調停センターの役割

事件管理

WIPOのADR規則に基づく管理

WIPO eADR – 安全なオンライン事件管理プラッ
トフォーム（任意）

最新鋭のビデオ会議設備

Good Officesサービス

WIPO ADRの利用を検討している当事者に対する
手続の案内・情報提供・サポート

調停人・仲裁人・専門家の選任支援と手数料交渉

2,000人を超える世界各地のWIPO中立者

知的財産とITの専門性
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WIPO電子手続 (ECAF)
シンプル・安全・場所に関わらず何時でも利用可能・オプショナル
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ICT
25%

商標
22%

特許
19%

著作権
18%

その他
16%

WIPOのADR事件の統計： 法分野

• 国内紛争(25％)
国際紛争(75%)

• 仲裁地・調停地は世界中

• 係争金額は 1万5000米ド
ルから10億米ドル
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中小企業
43%

大企業
38%

その他
12%

大学
2%

著作権
管理団体

2%

個人
2%

研究機関
1%

欧州
48%

北米
30%

アジア
17%

中南米
3%

アフリカ
1%

オセアニア
1%

WIPOのADR事件の統計：当事者

当事者の種類 当事者の所在地



WIPOのADR事件の統計： 一般的な期間と費用
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WIPO Mediation WIPO Expedited
Arbitration

WIPO Arbitration

Time (Month)
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Cost (USD)

注：選任された中立者の手数料が大部分であり、当事者の弁護士費用は除外している。

期間（月） 費用（米ドル）

WIPO調停 WIPO調停WIPO簡易仲裁 WIPO簡易仲裁WIPO仲裁 WIPO仲裁
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WIPO手数料計算ツール

www.wipo.int/amc/en/calculator
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WIPOにおける仲裁・調停の事例紹介
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WIPO調停の事例： IT紛争
欧州の航空会社と米国のソフトウェア企業は、航空券販売を管理するた
めのグローバル・プラットフォームに関する契約を締結した。

関連のプロフェッショナル・サービス契約では、ソフトウェア企業が納
品後にサポート・サービスを提供することが約された。

WIPO簡易仲裁併用調停条項が定められた。

ソフトウェア企業はアプリケーションを期限までに納品し、航空会社は
数百万米ドルを支払った。

その後、意見の不一致が重なり、航空会社は契約を解除した。

対し、ソフトウェア企業はソフトウェアの返還を要求した。

航空会社は調停を申し立て、WIPOがIT契約に関する経験が豊富な調停
人の選任につき当事者をサポートした。

電話会議による準備会合とロンドンでの調停期日(1日)を経て、当事者は
新たなライセンス契約を締結し、申立てから3ヶ月で解決した。
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WIPO仲裁の事例：ライフサイエンス紛争 (1/2)

米国とアジアの当事者

米国と欧州の特許

米国と欧州における従前の訴訟を経て和解契約を締結

WIPO仲裁条項:

仲裁廷（第一審）：米国特許については米国の単独仲裁人が管
轄を有し、欧州特許については 欧州の単独仲裁人が管轄を有す
る

仲裁廷（控訴審）：3名の仲裁人からなる仲裁廷

仲裁地：ニューヨーク

準拠法：ニューヨーク州法
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係争額は6億米ドル

当事者の代理人は以下につき合意した。

WIPO電子手続（ECAF）の利用

手続のタイム・テーブル

文書開示（ディスカバリー）の範囲

秘密保護命令

米国と欧州の特許の予備的クレーム解釈

審問のスケジュール

仲裁手続は、ライフサイエンス特許に関する経験豊富なWIPO仲裁
人の選任後、18か月で終結した。

WIPO仲裁の事例：ライフサイエンス紛争 (2/2)
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WIPO ADRに関する詳細情報
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WIPO ADRに関する情報

お問合せ:  arbiter.mail@wipo.int

WIPO規則:  https://www.wipo.int/amc/ja/rules/index.html

WIPO推奨契約条項:  https://www.wipo.int/amc/ja/clauses/index.html

WIPO中立者と事例:  www.wipo.int/amc

WIPO調停ガイドブック: https://www.wipo.int/edocs/pubdocs/ja/wipo_pub_449_2018.pdf

WIPO調停誓約: https://www.wipo.int/amc/en/mediation/pledge.html

WIPOドメイン名紛争処理:  www.wipo.int/amc/en/domains/

WIPO仲裁調停センターのオフィス所在地

ジュネーブ（スイス）

シンガポール

mailto:arbiter.mail@wipo.int
https://www.wipo.int/amc/ja/rules/index.html
https://www.wipo.int/amc/ja/clauses/index.html
http://www.wipo.int/amc
https://www.wipo.int/edocs/pubdocs/ja/wipo_pub_449_2018.pdf
https://www.wipo.int/amc/en/mediation/pledge.html
http://www.wipo.int/amc/en/domains/
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